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メディア利用に限定

これは公式文書ではありません。
プレスリリース
2011-2020　国連生物多様性の10年が日本の石川県金沢市にてスタート

モントリオール、2011年12月19日–世界がいまアクションをおこせば、自然と共生する未来は実現可能である。国連生物多様性の10年（UNDB）が、2011年12月17日、日本の金沢において開催された記念式典においてスタートした。この式典は、国連大学が、日本の環境省、石川県および金沢市、そして生物多様性条約事務局と協力して開催された。
この国連生物多様性の10年の国際キックオフには、国連機関、生物多様性条約の締約国、そして日本のあらゆるレベルの行政の代表者が参加した。3日間のイベント期間中には、生物多様性国家戦略および行動計画に関するワークショップも開催された。

2011-2020を国連生物多様性の10年とするというアイデアは、はじめに日本によって提案され、2010年10月に名古屋で開催された第10回締約国会議で承認された。その後、第65回国連総会で公式に宣言された。国連生物多様性の10年は、2010年の国際生物多様性年の成功の上にさらに活動を発展させていくものである。これは、生物多様性に関する戦略計画2011-2020の、生物多様性愛知目標の目標１、すなわち、2020年までに世界の全ての人々が生物多様性とその価値について認識するという目標を実施することを目的としている。

パン・ギムン国連事務総長は、赤阪清隆国連広報担当事務次長により代読された参加者に向けたメッセージの中で、「生物多様性条約、および生物多様性と関係のある全ての条約の、すべての締約国、そして国連システムの全ての加盟国、民間セクター、市民団体、そして世界中の市民および消費者ひとりひとりに対して、国連生物多様性の10年の呼びかけに参画するよう、私は呼びかけたいと思います。」と呼びかけた。そして、「自然と共生するために、ともに取組みをすすめましょう。私たちの現在の繁栄、および私たちが望む未来のために、自然の恵みを保全し、賢く運営していきましょう。」と述べた。
日本の横光克彦環境副大臣は、現在の締約国会議議長である細野豪志環境大臣にかわり、「第10回締約国会議では、すべての参加者の熱意と努力により、生物多様性に関する新たな世界目標「愛知目標」が合意されるなど、大きな成果を挙げることができました。今、私たちに課せられた責務は、愛知目標の達成に向けた取組を着実に積み重ねていくことです。将来世代に美しい地球を引き継げるかどうかは、私たちの決意と具体的な取組にかかっています。」と述べた。
国連大学の武内和彦副学長は、「生物多様性のこれ以上の損失を防止するのに遅すぎることはありません。政府、国連機関、NGO、民間セクター、および市民の代表者のみなさんがここに集ったことは、まさにこの複雑な問題に対応する包括的な地球規模の解決策をみつけるための、国際社会の決意を示しているといえるでしょう。」と述べた。
石川県の谷本正憲知事は、「 生物多様性の問題は地球規模の大きな課題であると同時に、その地域に暮らす人々にとって大変身近な課題でもあり、我々自治体が地域の理解や協力を得ながら率先して取り組んでいくことが重要であります。こうした考えのもと、本県はこれまで、国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニットや金沢大学等と連携し、里山里海の利用・保全を通して、生物多様性保全の取り組みを積極的に進めてまいりました。2011年、本県では、「国連生物多様性の10年」のスタートにあたる今年を節目の年とし、これまでの取り組みを、さらに充実・深化させています。是非、この石川の地から、持続的な生物多様性の保全に向けた力強いメッセージを発せられることを心から期待をしているところです。」と述べた。
2010年12月、石川県は、国際生物多様性年のクロージング式典もホストし、その際に2011年の国際森林年のローンチも行われた。

日本航空（JAL）の大西賢社長は、「この10年を通じて達成を目指す愛知目標は、あらゆるステークホルダーに参画を求めています。企業としては、事業内容や業態により、さまざまな参画の形があると思いますが、エアラインとして日本航空は、侵略的外来種に関する目標9に関して、極力その防止に努めていくことに加え、生物多様性の価値と行動の認識に関する目標１に対しては、啓発活動の推進、森林等の自然損失に関する目標5に対しては、森林火災発見通報活動、気候変動の影響最少化に関する目標10に対しては、大気観測やさまざまな温暖化防止取り組み、といったことが考えられます。」と述べた。
大西社長は、国連生物多様性の10年のロゴを掲載した日本航空のエコジェットについての説明に際して、10年の目的にのっとって一般の認識向上に貢献するための、JALおよびそのスタッフのコミットメントについて強調した。2011年の10月12日には、JALは国連生物多様性の10年のロゴを掲載したエコジェットのお披露目式典を開催した(http://www.cbd.int/doc/press/2011/pr-2011-10-12-undb-en.pdf参照)。JALは、COP10のロゴを2機のボーイング777に掲載したはじめてのエアラインでもある。
「これからの10年は、私たちの地球の未来にとって非常に重要な時期です。全てのレベルでのアクションによってのみ、自然と共生した未来を確保することができるのです。」とアフメッド・ジョグラフ生物多様性条約事務局長は述べた。「日本は、この国連生物多様性の10年を宣言するための原動力として、持続可能な開発、そしてもちろん、地球上のいのちのために、リーダーシップとビジョンを示してきました。」
歓迎レセプションでは、日本の市民社会によって新たに設立された、「リオ+20と生物多様性実行委員会」により「石川宣言」が紹介された。これは、リオ＋20の機会をとらえ、関係者との協力のもと、愛知目標のコンセプトである「自然との共生」と、目標を達成するための具体的なアクションを、国際社会において推進するための宣言である。
石川宣言は、2012年6月に予定されているRio+20サミットの参加者に、生物多様性の問題について高いプライオリティーを与え、生物多様性愛知目標をサミットの成果の一部として、一体的に、十分に盛り込むことを呼びかけている。石川宣言は、先月、締約国会議議長がRio+20の事務局長に対し、生物多様性戦略計画2011-2020およびその生物多様性愛知目標をサミットの成果の一部としてに盛り込むよう公式に意見提出したことに続くものである。

この10年の国際キックオフに先立ち、韓国、インド、フィリピン、キューバ、エチオピア、エクアドル、コスタリカで地域ローンチが行われた。

編集者への注釈

生物の多様性に関する条約（生物多様性条約、CBD）

1992年のリオ・デ・ジャネイロにおける地球サミットで署名開放され、1993年の12月に発効した生物多様性条約は、生物多様性の保全、生物多様性の要素の持続可能な利用、および遺伝資源の利用から生ずる利益の公平な配分のための、国際的な取り決めである。締約国等は193にのぼり、ほぼ全世界の国々が条約に参加している。本条約は、生物多様性と生態系サービスへの全ての脅威（温暖化による脅威を含む）に対応することを目指しており、科学的なアセスメント、ツールの開発、インセンティブ、手続き、技術・優良事例の移転、様々な関係者（先住民および地域コミュニティー、若者、NGO、女性、ビジネスコミュニティーを含む）の全面的かつ活発な参画を通じて、こうした問題に対応する。
バイオセーフティーに関するカルタヘナ議定書は、条約の下に位置づけられた取り決めである。この議定書は、生物多様性を、現代のバイオテクノロジーにより得られた遺伝子組換え生物による可能性のあるリスクから保護することを目指している。現在までに、161の国および欧州連合が議定書の締約国等となっている。条約およびカルタヘナ議定書の事務局は、モントリオールに置かれている。

更なる情報については、www.cbd.int　をご覧ください。
追加的な情報については、下記までお問い合わせください。

David Ainsworth （ +1 514 287 7025 、david.ainsworth@cbd.int）; もしくは

Johan Hedlund（+1 514 2787 7760 、johan.hedlund@cbd.int）
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	Secretariat of the Convention on Biological Diversity

United Nations Environment Programme

413 Saint-Jacques Street, Suite 800,  Montreal, QC, H2Y 1N9, Canada

Tel : +1 514 288 2220,   Fax : +1 514 288 6588
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